
連絡先 物流・自動車局　審査・リコール課
リコール監理室
ＴＥＬ 03-5253-8111  内線42361

ｱﾄﾞﾚｽ  ：  https://www.mlit.go.jp

リコール届出日：

　ダイハツ工業株式会社 問い合わせ先：お客様コールセンター

　取締役社長  　井上　雅宏 TEL 0800-500-0182

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

トヨタ

発 見 の 動 機 　市場からの情報による。

自 動 車 使 用 者 及 び 自 動 車
特 定 整 備 事 業 者 に 周 知
さ せ る た め の 措 置

　・使用者：ダイレクトメール等で通知する。
　・自動車特定整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
　・各社のインターネットホームページに掲載する。

車　　名 型　　式 通称名

ダイハツ 3BD-S500P S500P-0149971～S500P-0207313

令和3年12月3日～令和7年7月4日

「ハイゼット
トラック」

リコール対象車の
車台番号の範囲及び製作期間

リコール対象車の
台数

改 善 措 置 の 内 容
　全車両、バッテリのマイナス端子に防水カバーを追加するとともに締結ボルトを新品
に交換する。

不 具 合 件 数 27件 事故の有無 なし

リコール届出一覧表

令和8年7月16日

リ コ ー ル 届 出 番 号 5849 リコール開始日 令和8年7月17日

届 出 者 の 氏 名 又 は 名 称

不 具 合 の 部 位 （ 部 品 名 ） 　電気装置（バッテリ端子締結ボルト）

基 準 不 適 合 状 態 に あ る と
認 め る 構 造 、 装 置 又 は 性 能
の 状 況 及 び そ の 原 因

　バッテリにおいて、マイナス端子の締結構造の設計検討が不十分であったため、走
行時に巻き上げられた水分等が滞留することで締結ボルトが早期に腐食することがあ
る。そのため、そのまま使用を続けると、締結ボルトが折損してスタータが起動しなくな
り、エンジンが始動できなくなるおそれがある。

備　　考

57,179

台）
令和3年12月3日～令和7年7月4日

215,421

(計6型式) (計3車種)
(製作期間の全体の範囲)

（計 298,748

スバル 3BD-S500J S500J-0008528～S500J-0010268

3BD-S510J S510J-0037195～S510J-0048222

「サンバー
トラック」

3,400
令和3年12月3日～令和7年7月1日

令和3年12月13日～令和7年6月30日

令和3年12月13日～令和7年7月1日
11,028

1,741

3BD-S510U S510U-0020921～S510U-0030912

3BD-S500U S500U-0008813～S500U-0012220

9,979
令和3年12月3日～令和7年7月4日

3BD-S510P S510P-0419524～S510P-0635577

令和3年12月3日～令和7年7月4日

「ピクシス
トラック」


